
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
登
別
の
自
己
破

産
者
を
正
確
に
把
握
で
き
な
い
が
、
市

民
相
談
の
中
で
多
重
債
務
関
係
は
年
間

十
六
名
前
後
の
方
が
相
談
に
み
え
て
い

る
。
そ
の
対
応
は
。

　
　

多
重
債
務
の
救
済
に
む
け
て
任
意

整
理
、
特
定
調
停
、
個
人
再
生
手
続
き

や
自
己
破
産
な
ど
の
方
法
を
説
明
し
て

い
る
が
、
い
ず
れ
も
専
門
的
知
識
が
求

め
ら
れ
る
の
で
、
市
の
無
料
法
律
相
談

行
政
書
士
に
よ
る
く
ら
し
の
無
料
相
談

会
、
法
テ
ラ
ス
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
活
用
を
勧
め
、
関
係
部
局
と

も
連
携
を
行
な
っ
て
い
る

　
　

近
年
、
地
球
温
暖
化
が
深
刻
な
問

題
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
必
要
性
が
高
ま

っ
て
い
る
が
、
本
市
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

こ
れ
ま
で
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
重
点
導

入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
き
検
討
を
行

っ
て
き
た
。
平
成
十
八
年
度
は
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
財
団
が
行
う
「
ハ
イ
ド
ロ
バ

レ
ー
計
画
」
開
発
調
査
事
業
の
採
択
を

受
け
、
旧
幌
別
鉱
山
発
電
所
の
残
存
設

備
を
活
用
し
た
水
力
発
電
に
つ
い
て
電

力
量
の
推
計
、
需
要
計
画
の
検
討
、
発

電
施
設
の
概
略
設
計
、
資
金
計
画
の
検

討
、
経
済
性
の
評
価
な
ど
、
基
本
的
調

査
を
行
っ
て
い
る
。

　

一
般
職
を
含
め
た
「
勤
務
成
績
（
人

事
評
価
）
が
反
映
さ
れ
る
給
与
制
度
」

に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
行
な
っ

て
い
る
管
理
職
を
対
象
に
し
た
、
勤
勉

手
当
へ
の
反
映
と
い
う
領
域
だ
け
で
は

な
く
、
職
員
の
評
価
が
月
例
給
与
に
直

接
反
映
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
る
。
同
時
に
、
「
勤
務
成

績
」
の
根
拠
や
、
ど
の
項
目
で
査
定
・

評
価
さ
れ
る
の
か
？
と
い
う
明
確
な
基

準
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
が

職
員
に
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
、
公

平
な
人
事
評
価
を
損
な
う
危
険
性
さ
え

あ
る
。
「
平
成
二
十
年
一
月
開
始
が
目

標
」
と
理
解
す
る
が
、
制
度
運
用
の
問

題
を
含
め
た
慎
重
な
対
応
を
求
め
た
い
。

　
　

道
州
制
特
区
構
想
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
議
論
し
て
き
た
本
来
の
道
州

制
と
か
け
離
れ
た
歪
ん
だ
状
況
が
見
受

け
ら
れ
る
。
ま
た
、
国
が
北
海
道
へ
移

譲
す
る
内
容
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
。

　
　

現
段
階
で
は
望
ん
で
い
る
道
州
制

と
か
け
離
れ
て
い
る
が
、
国
と
同
じ
テ

ー
ブ
ル
で
協
議
で
き
る
枠
組
が
で
き
た

の
で
地
方
分
権
推
進
の
足
が
か
り
が
整

っ
た
と
思
う
。
な
お
、
国
か
ら
道
へ
の

権
限
委
譲
は
十
三
項
目
、
共
同
作
業
は

二
十
項
目
、
そ
の
他
規
制
緩
和
な
ど
五

十
一
項
目
で
、
昨
年
十
一
月
に
交
付
さ

れ
た
権
限
委
譲
は
二
級
河
川
に
係
る
直

轄
事
業
等
八
項
目
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

「
特
別
支
援
教
育
」
が
始
ま
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
「
特
殊
学
級
」
教
育
が
後

退
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
る
、
教
育
委
員
会
の
考
え
を
聞
き

た
い
。

　
　

特
殊
学
級
は
名
称
が
特
別
支
援
学

級
と
変
わ
る
が
、
障
害
種
別
の
学
級
が

維
持
さ
れ
た
の
で
、
普
通
学
級
に
在
籍

す
る
発
達
障
害
の
児
童
生
徒
の
対
応
は

個
別
の
指
導
の
場
面
や
特
別
支
援
学
級

の
指
導
な
ど
、
各
学
校
に
お
い
て
弾
力

的
な
対
応
が
進
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

今
後
、
国
や
道
の
体
制
整
備
が
段
階
的

に
進
む
な
か
で
、
支
援
員
の
具
体
的
な

配
置
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
　

子
育
て
に
関
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（
社
会
的
な
性
差
）
を
解
決
す
る
に
は
、

人
間
と
し
て
基
礎
を
築
く
幼
少
期
に
、

愛
さ
れ
、
子
ど
も
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

自
立
で
き
る
接
し
方
が
求
め
ら
れ
る
。

　

い
じ
め
、
体
罰
、
不
登
校
、
非
行
な

ど
で
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
の
声
は
、

あ
る
が
ま
ま
の
姿
で
生
き
る
こ
と
を
否

定
さ
れ
、
大
人
の
一
方
的
な
思
い
込
み

に
支
配
さ
れ
屈
辱
的
な
生
き
方
を
強
い

ら
れ
た
怒
り
と
悲
し
み
の
声
が
伝
わ
っ

て
く
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
は
男
女
に

関
わ
ら
ず
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の

人
権
問
題
で
あ
る
。

　

子
育
て
現
場
で
の
研
修
は
？

　
　

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
高
齢

者
福
祉
は
、
で
き
る
だ
け
長
く
自
立
し

て
暮
ら
せ
る
「
健
康
長
寿
社
会
」
を
実

現
す
る
と
共
に
、
高
齢
者
を
支
え
る
地

域
社
会
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
。

　

市
の
高
齢
者
福
祉
事
業
の
現
状
と
、

新
た
な
事
業
計
画
を
聞
き
た
い
。

　
　

高
齢
者
福
祉
事
業
は
「
電
話
サ
ー

ビ
ス
事
業
・
緊
急
通
報
機
器
の
設
置
事

業
・
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
・
日
常
生
活

用
具
の
給
付
事
業
・
食
の
自
立
支
援
事

業
」
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

十
九
年
度
の
新
た
な
事
業
と
し
て
は

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
」
や
「
高

齢
者
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
構

築
を
計
画
し
て
い
る
。
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